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2007年度第5回例会(2∞7.11.18)発表要旨

G朗唱eSandからGω暗eM∞mへ
-19世紀小説中の女性オペラ歌手の描写~

吉田朱美(よしだあけみ)

この発表ではフランスの女性作家ジョノレジュ・サン

ド(GeorgeSand， 1804・1876)の音楽家小説『コンシ

ュエロj(白lJ1Suelo，1842・43)がアイルランド生まれ

の作家ジョージ・ムア (GωIrgeM，∞陀， 1852・1921)

の小説『イーヴリン・イネスj(E，聞が叫盟問 1898)

に影響を与えた可指性を指摘し、両者に共通して見ら

れる要素と相違点とを比較分析した上で、女性オペラ

歌手を主人公にすることによって小説にもたらされる

特別な意味合いについて考察した。

『イーヴリン・イネス』の続篇である『シスター・

テレザj(必 ter1eresa， 1901)がノミノレザックの『ランジ

ェ公爵夫人』から受けた影響にっし、ては既に指摘され

ているところだが1、ムアがぬlve(1912)の中で i19

世紀の偉大なフランス文学者」の一人としてGeorge

Sandを高く評価する内容の記述をしていることから

も、『コンシュエロ』が『イーヴリン・イネス』着想の

きっかけのひとつになったということは十分に考えら

れよう。

1.プロット上の類似

『コンシユエロ』はコンシュエロという名の、『イー

ヴリン・イネス』はイーヴリンという名の女性がそれ

ぞれ天才的な歌唱の才能を見出され、開花させ、複数

の男性との関係について悩み、また芸術家としてのキ

ャリアか、家庭か、という人生の選択を迫られるさま

を、原則として3人称の視長から描き出した小説であ

る。

コンシュエロ、イ}ヴリシ両者どもに、母親もまた

優れた歌い手であったが、物語が始まる時点で既に死

亡している。人生の早い時期に彼女らに大きな音締包

影響を及ぼすのは、父親的存在(コンシュエロにおけ

るポルポラ)あるいは実の父親(イーヴリンのうじ親イ

ネス氏、パレストリーナの合唱曲の復興に関わってい

る)である。ヒロインたちは初対こその資質を発揮す
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るためには彼らの保明句な音剰生の影響下からの脱却

と自立を遂げる必要がある。まず、オ」ディションに

よって自己の才能を客観的に証明したのち、着実にオ

ペラ歌手としての成功を収めていくことになる。

また、女性芸術家特有ともいえる問題、すなわち自

分を必要としている男性との結婚と、プロの歌手とし

ての活動が両立し得ないという問題が浮上する。その

ジレンマの中で、どのような生き方を選択すべきかヒロ

インが葛藤するさまの心理描写に、どちらの小説も後

半部の多くのページをさいている。

E 音楽のもたらす効果を描く語り/音楽のテーマが語

りにもたらす効果

f部助野が一世を風廓した 19齢己という時代、音楽

が人間の深層心理におよぽす影響は多くの関心を集め

ていた。『コンシュエロ』にも『イーヴリン・イネス』

にも、音楽が人間の心身に劇的な生理学的即志をもた

らすさまが描かれる。『コンシュエロ』中でヨーゼフ・

ノ、イドンは、芸術、そして音楽は人類を救うものであ

ると同時に、「病気、熱情、心に吹き荒れる嵐、他宕に

伝染する索病j ともなりうるのだという。『イーヴリ

ン・イネス』においても、イーヴリンの歌声を聴いた

修道女たちは「調和の取れた深みのある歌声がまさに

彼女らの鼠の中lこ」耐工込んできたとき「天使の顔の

幻」を見るにいたるが、同時に「こんなに強烈に感じ

てしまうことは、正しくないのではなし、か」との畏れ

をもいだく。

オペラ歌手としてのコンシュエロ、イーヴリンは二

人とも、あたかも態依されたかのようにオペラの役柄

と自分とを同一化し、役に感情移入しなし、限りは納得

の行く演奏ができない。その結果、コンシュエロは演

技中、「熱っぽい興奮の中で別次元の世界Jに運び去ら

れたようになり、「あたかも夢の中にいるかのように」

演じる。一方のイーヴリンもまた、ワーグナーの『タ

ンホイザー』のエ/{..ザ役を歌うとき、「夢の中にいるか

のように演じ、歌い、聴衆の存在によって催眠伏態に

陥り、高揚伏態から夢遣を状態、そして怯惚状態へと」

いたる。

よく似通った興味深いエヒoソードがこれらの小説に

は描かれている。真撃な芸術家であるコンシュエロも

イーヴリンも、真に心からの駒昌表現を可能にするた

めには、その役柄によるで表された感情を自分のもの



として実感することが必要である。そのため、三角関

係のただ中にある女性像(コンシュエロは『ゼノピア』

のゼノビア役、イーヴリンは『トリスタンとイゾノレデ、』

のイゾ、ルデ役)を演じるとき、彼女たちはそれぞれ、

自分と特に関わりの深い二人の男性との関係を必身動

に楚挺することになるのである。

音楽のテーマが文体におよぽす影響も見逃走ない。

文壇デ、ピュー当時は自然主義的な語りの手法を用いて

いたジョージ・ムアだが、『イーヴリン・イネス』を境

に、外界から得た印象によって刻々と移り変わる人物

の心理の内面の動きを自由に写し取る「メロディッー

ク・ライン」とよばれる文体を本格的に採用すること

になる。それには、雑誌LaRe四 θ陥 'gnenennθの発

行人であり熱心なワーグナー愛好者であったムアの友

人、 エドゥアーノレ・デ、ュジャノレダンの直張的な影響が

あったことは言うまでもない。デュジャルダ、ンはワー

グナーの「ライトモチーフ」を散文で再現しようと「内

糊虫白jの文体を実験的に創始した人物である。しか

し、イーヴリンが歌うそれぞれのオペラの役柄が、現

在の彼女の中にひそむ過去の彼女自身の心理の層をつ

ぎつぎに呼びさましていくさまの描写には、『コンシュ

エロ』の「音楽の目的とは、感情を呼びさますことで

ある」という思想のこだまをも見て取ることができは

しないだろうか。音楽を媒介としてさまざまに反応し

ていく人間の心理や思考の動きを、語りの樹もを推進

していく原動力のーっとして取り入れていくことは、

『コンシュエロ』ですでにサンド、カミ行っていたのであ

る。

国.相違点、そしてふたたび共通点へ

The Diva s Mouth (1996)のなかでSusanLeon紅 di

とRebe田aPope は、 í~イーヴリン・イネス』と続篇

『シスター・テレザ』の中で最も徹底的に追求されて

いるjテーマは「歌姫と神性との関係、あるいはそう

いった関係が成立し得ないこと」だと記述し、さらに

「これらの小説はすべて、歌姫であることと仕すなわ

ち、すでに堕落しているか堕落させられているという

ことだと示している (p.6酬と結論する。たしかに、

『イーヴリン・イネス』においては、『コンシュエロ』

におけるような、芸術家の天才と絶対的な普性との聞

の無条件の相関関係、は保証されていなし、だからとい
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って、 TheDi問診Mouめにいわれているように、「女

性は・・・そのセクシュアリティによって、いかなる

精糊生を獲得することもできないように定められてい

る」との立場を『イーヴリン・イネス』の語り手がと

ってしもといえようか?そのように「精補主」と「肉

体」とを切り離して考えるヴィクトリア朝的、カトリ

ック的な二元論に対する批判的な態度を作中に読み込

むことはできないだろうか?サンド、の『コンシュエロ』

においても「精神だけ」のアルベルトではなく、肉体

と精神それ引もの感f生をバランスよく備えたコンシュ

エロの人間性こそが、より完成したものとして描かれ

ていたように。

ポーリーヌ・ヴ、ィアルドーという有名な期生のモデ

ノレがあるとはいえ、『コンシュエロ』ではサンド自身を

含む女性到す家一般の生き方をめぐる問題が追求され

ているといえるであろう。それでは作品『イーヴリン・

イネス』と作家ジョージ・ムアとの関係はどのような

ものなのであろうがb ムアは女性歌手の問題を単に第

三者としての視点、から「共感をもって(Leonardiand 

Pope， p.57) J描いたにすぎないのか。私はやはり、主

人公イーヴリンの中にムアの分身を見て取ることは可

能なのではないかと考える。複数の男性の影響を受け

ることによって自分自身の音楽を形作っていくイーヴ

リンは、文学・郵貯上のさまざまな「主義」をめまぐ

るしく取り入れながら作品世界を変容させていったム

ア自身の姿と重なる。演じる「役柄」によってイーヴ

リンの知られざる人格が表に引き出されてくるように、

ムアの描いた登場人物たちは、それぞれ殺の人関空の

一部が表出・表現される場であったのかもしれない。

注1 C. S. Brown， "Balzac酪 a回世田 ofGeorge 

M∞re's Sister事四回 11白II11parativeLiterature， Vol. 

xi， No. 2 (Spring 1959)， pp. 124・30.
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2007年度第6回例会ο008.1.5)発表要旨

Wi Ihelm Heinrich Riehlの家庭音楽論

玉川裕子 (たまがわゅうこ)

1. W. H. リールと音楽

[JMGG音楽事典』新版には「家庭音楽Jという項

目がある。そのなかで引用され、また参考文献とし

て挙げられているもののひとつにヴィルヘルム・ハ

インリヒ・リーノレWilhelmHeinrich Riehl (1823-97) 

の家庭音楽論がある。これはリールがドイツの詩人

の詩にみずから付曲した歌を 50曲集め、『家庭音楽』

と名づけて 1855年に出版した歌曲集の改訂第二版

(1860年出版)に、作曲者自身が付した序論である

(Des Tonsetzers Geleitsbrief. 1n:晶 usmusik

Funfzig Lieder deutscher Dichter in Musik gesetzt 

von W. H. Riehl， zweite umgearbeitete Auflage， 

Stuttgart 1860、 Geleitsbriefは直訳すれば「通

行許可書Jの意、以下引用部分についてのみローマ

数字で頁を詰設する)。作曲者リールは、ジャーナ

リストとして活動したのち、バイエルンの王室から

報道担当官として招聴され、以後同地でさまざまな

官職および教育研究職に就いた。彼が関わった領域

は政治、社会、経済から文化にいたるまで幅広いが、

学問史的にはドイツ民族学の創始者と目されている。

このように彼は音楽が材哉ではない。にもかカわら

ず、家庭音楽およびサロン音楽について論じられる

とき、しばしばリールの著作が引きあいにだされる。

たとえば、 同GG音楽事典』新版の「サロン音楽j

の項目では、彼の大著『家族』から、 「サロンとい

うのは、その名がすでに示しているとおり、ドイツ

の家庭に接ぎ木された異国の植物であるJ(Sachteil 

8， S.866)という一節が引用されている。この引用が

示唆している通り、リールの音楽論は、音楽につい

て語りながら、同時に政治的立場の表明に他ならな

かったo 歌曲集『家庭音楽』序論は、彼の家庭音楽

礼賛が、当時の社会文化状況全般に保守の立場から

コミットしていたリールの劇台的主張と不可分の関
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係にあったことを、明確に示している。私たちにと

ってとりわけ興味深いのは、その音楽/政治論がナ

ショナリズムのみならず、さらに性別特性の言説と

も結びついていることである。以下にその部分を中

心に、 『家庭音楽』序論を紹介したい。

11. W家庭音楽集』の出版意図

リールはとの『家庭音楽』という歌曲集の出版意

図を、 「簡素でまじめなドイツの家庭音楽」を供す

るためと説明する。そしてここに集められた歌が、

外面的な効果をいささかなりとも考えていないので、

サロンにおける演奏には適さないという。その代わ

り、内面に影響を及ぼし、神聖な家庭の喜びのため

に歌われるのにふさわしく、いわば音楽による「家

庭説教集」であると述べている (1X)。そのために

彼は、付曲にあたってとりわけ次の5点に留意した。

第1は詩人の精神を体現するよう努めたこと(自己

表現ではなく)、第2は有節歌曲(通作歌曲ではな

く)、第3はピアノ伴奏付歌曲(i歌曲伴奏付ピア

ノエチュード」ではなく、 XI)、第4は長調(短調

ではなく)、第5はテンポや表現記号の過剰な書き

込みの回避である。それぞれの項目ひとつひとつが、

時代の潮流に物申すかたちで表明されている(括弧

内がリールによって家庭音楽にはふさわしくないと

みなされた時代の風潮)。彼はその克服のための手

本を過去に求めた。時代風潮を憂い、その克服を「ド

イツの過去jに探る一一これは 19世紀半ばのドイツ

語圏で、ナショナノレ・アイデンティティ創出装置と

して結晶しつつあったドイツ学、およびその流れの

なかで形成されていったドイツ中心の音楽史観の正

確な反映ともいうべきもので、あり、それ自体大変興

味深い。私たちにとって、しかしとりわけ見逃すこ

とができないのは、そうした音楽史観のなかにジェ

ンダー表象が、両性非対称のかたちですべりこんで

いることであろう。このことが端的にうかがえるの

は上記4)の調性を論じた部分である (XII-XII1頁、

以下当該部分については頁誌輪、略)。以下、この

点についてもう少し詳しくみていきたい。



III. 調性とジェンダー

リーノレによると、現在短調の曲が流行しているが、

ドイツ音楽は本来長調であるべきであるという。彼

はその根拠をドイツ民謡に求めて、次のようにし、う。

ドイツ民族の歌う真のドイツ民謡の多くは長

調で、短調の曲はほんのわずかしかない。それは

ドイツ民謡の男らしく毅然とした根本的特質der

mannliche und mannhafte Grundzug seines Wesens 

に合致している。それに対してスラブ音楽は短調

が優勢である。

ここでは、 「ドイツ民謡=長調=男性的」と等式化

されている。それに対置されたのは「スラブ音楽=

短調」であり、それは以下にみるとおり、女性的で

あるとされる。もちろんドイツの作曲家も短調の作

品を書いている。 リールは、へンデノレ、グ、ノレック、

ハイドン、モーツアルトは短調をあまり使わなかっ

たが、バッハとベートーヴェンは短調を多く使った

ことを認めている。だが彼に言わせると、この二人

は天才で、その根源的で号虫創的な芸術的特質ゆえに

短調を使う権利を持ち、彼らの短調は「女々しく軟

弱なスラプ音楽のそれdasweibliche und weibische 

der SlavenJとは異なり、 「男らしい思念を秘密の

ヴェールに覆い隠した短調で、あり、音楽作品を陰影

に富んだ;謎のなかに意図的に包みこむものであるJ

としづ。それに対して、恩寵を与えられていないエ

ピゴーネンたちによる短調は、 「ロマン主義の病的

な放心状態」に過ぎず、 「無力さと精神の貧困を押

し隠そう」とする以外のなにものでもなかったとさ

れる。リールはさらに続けて次のようにいう。

こうして、秘密に満ち、深い精神性を持つベー

トーヴェンの短調の調べは、次第にサロン音楽家

がパトロンのご機嫌うかがし、のためにもっぱら愛

用する調性になり下がってしまった。そして、そ

の本質からして病的で、、思い上がっていて、加等

で、女性的なものに染め抜かれている上流社会das

.. Uberweibliche Wesen der feinen Weltは、

ふらふらとみさかいなしやみくもに転調を繰り
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返す短調の音楽に、その恐ろしい自己像を認めた

のである0 ・…一 家庭音楽は、健康な音楽でなけ

ればならない。しかし、今日、健康な音楽を作る

以上の異端はない。フランス人とイタリア人の影

響のせいで、ほんの五十年前にはまだきわめて健

康で、はつらつとしていたドイツの音楽は、めそめ

そ泣き続けるようなものになってしまった(後略)。

ここでは、長調短調とし、う音楽的要素が、音楽ジ

ャンル(家庭音楽とサロン音楽)のみならず、階級

(市民と貴族)、ジェンダー(男性と女性)および

ナショナリティもしくはエスニシティ(ドイツ民族

とスラブ・ラテン民族)の対比と、直接重ねあわさ

れている。リールはみずから付曲した詩およひ潜入

についてコメントしている部分で、 17世紀の詩人の

詩に触れて、 「誠実かっ飾り気がなく、市民的で尊

敬に値するものをもちJ(X)、教会音楽の要素と「ド

イツ民謡の力強い響きjが混じりあい、 「健康な思

想、Jや「生まれついての簡潔な機知J(xI)をもって

いると述べている。これはリールが「ドイツの家庭

音楽j の車想とするものを端的に語っているが、上

記引用部ではまさにこの車想像を反転させたものが、

非難すべきものとして提示されている。本来それ自

体は中立のはずのスラブ・ラテン音楽や短調、そし

て女性という表象が、二項対立の一方の極に置かれ、

他方を荷揚するために庭められ、ネガティブに意味

付けされてしまっているのである。

以上みてきたとおり、 「家庭音楽Jを礼賛するリ

ールの笥見は音楽について語りながら、一方でドイ

ツ・ナショナリズムの機軍に捧さし、他方で女性嫌

悪を醸成するものとなっている。市民社会興隆期に

おいて、家庭および家庭の音楽実践は、たしかに女

性がそこに囲い込まれた領域で、はあったが、それな

りにポジティブに意味付けられていた。 19世紀中葉、

ドイツ・ナショナリズムの言説が、女性嫌悪を伴い

ながら言揚げされ始めたとき、 「女性の領域」とさ

れていた家庭からさえ一一少なくとも言説のレベル

において一一女性が疎外され、女性の音楽実践その

ものを短める言説がつむがれていく事態が出来した。

リールの「家庭音楽礼賛」は、こうし、うことを示し

ているのではないだろうか。
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'''I'hink globally， ，Act 10伺 lly/

地球規模で考え、地域単位で勤ぐ'

~柳兼子(1892-1984)の発言から見る

「日本・女性・音楽J，...， 

小林緑にぼやしみどり)

本稿は2008年3月を以って33年間に及んだ国立

音楽大学[以後国剖教員を定年退職 (65歳)するに

当たり、 2007年 12月に行なった最終講義に拠る発

表の要約である。最終講義では参考資料として「女

性作曲家音楽祭 2007Jの『ガイドブ、ツク』、「日本・

女性・音楽ーパリでのコンサートに想うことJ(~春

秋~ 2003/11)、「満足八割・失望二寄ト女性作曲家音

楽祭 2007を終えてJ(~婦川昌信~ 2007111)を配

布。レジュメには近代日本の女性と音楽[伝統音楽は

除く]関連文献を載せ、また女性作曲家を中心に知ら

れざる音楽史・音楽実践と柳兼子を繋げるべく選ん

だ音源から 8曲を翻恵した。

1. r最終講義jは「自分史」を語る場ともされるか

ら、この際、ごく雑駁に私の音楽的教育基盤と現荘

の活動にかかわる「個人情報j を開示してしまおう

(以下敬称略)。

まずは幼時より芸大修了まで、西洋クラ、ンック音

楽一本槍で洗脳されてきたことの不運。ついでフラ

ンス留学時代 (1971・72)から現在に至るまで、同期

留学性の韓国人アーテイスト金jl民基との交流がもた

らした衝撃・影響の大きさ。 1993年に「女性と音楽

研究フォーラム」を立ち上げ、今に至ること。その

余禄として美術史研究グ、ループ「イメージ&ジェン

ダー研究会」を知り、若桑みどり、千野香織、池田

忍、企恵信など、美術史におけるジェンダL ・女性ア

ーテイスト研究の隆盛と深化に感嘆!地元とのつな

がりを重視して.現都議福士敬子始め杉並区在住の

女性活動家たちの地域活動にささやかながら協力。

1999年国音派遣在外研究を機にFMF (スイス)、

AFM (仏)、 CI D (リュクセンプルク)など.ヨ

ーロッパの「女性と音楽」組織との接点を獲得。そ

の国音が唯一の大学として立地する.立川市の男女

6 

共生推進会議への参画が、同市女性センター"アイ

ム“でのコンサートに発展、非常勤で教える

子大学での講義とミニ.コンサ一ト同様、現在も継

続中。前後して自身の目指すものとの帯離に耐え切

れず日本音楽学会から退会。 2001年から二期6年間、

NHK経営委員を経験、巨大メディアの最高意思決

定機関における女性の存在理由を自問しつつあくま

で一視聴者の立場から精一杯の発言。公私にわたる

25年来のパートナー谷戸基岩との多岐にわたる議

論と意見交換・..

授業キコ活動に、上記各方面から得た「もう一つの

視点」を可能な限り反映させてきたつもりだが、最

終的に私の志向するところは次の 3点に集約され

る:

l.i女性jに代表される鰐見・;闘]・差別の構造/

諸相を知りたい(知って欲しい)

2.女性演奏家/作曲家の実像を出来るだけ可視

化したい(可視化してほしい)

3 "芸術"、"クラシッグ'の呪縛から自由になり

たい(自由になって欲しい)

II.柳兼子 (1892・1984)の活動(とその隠齢

柳兼?子はドイツを中心にフランス、イタリア、

日本語の歌で90歳まで現役を通したアルト歌手。ベ

ルリン (1928)、ボストン (1929)、パリ (1976)

でも歌い、日本芸術覧会員 (1972)にも選出された

例外的女性である。私生活では榔宋慌 (1989・1961)

の妻 (1914"-，)として民芸運動をともに支え、朝鮮

美術保存 (1921"')、日本民基館開設 (1936"')、沖

縄民芸研究 (1939"')などに尽くしたのみならず、

息子三人の育児と家事全般、民芸館を訪れる多数の

来客の接待なども一手に引き受けた。こうした兼子

の目覚しい働きと演奏収益なしには宗悦の業績は実

現しえなかったにもかかわらず、百科事典宋悦項目、

宗悦全集、民基館展示・売倍、柳家住居では不在同

然の扱いを受けている。

国立音楽大学教授 (1954・72)として先輩にも当たる

この女性に強烈な関心をそそられた私は、最終終講

義の論題に迷うことなく彼女を取り上げた。以下、

兼子の発言(門弟松橋桂子による『柳兼子伝sbk曜
社、 199叫から引用)に私見を絡め、「地球規模で考

え、地域単位で行動するj という発表テーマをカヴ



ァーするものとしたい(当日は、併せて『ドキュメ

ンタリー兼子~ (兼子製作委員会 200心からの若干

の映像も紹介した)。

1.帯はお相撲さんの締め込みと同じで、発声の腹式

呼吸を整えるのにとてもよい

→相撲愛好と、幼少期の長唄稽古が音楽修行の

原点で、あったことを重ね合わせて

2.ああいうものを理解して歌ふことの出来る唄ひ手

がございましょうか?メロディそのもの、ハーモ

ニイそのものが…しみ、マア、しみでございますー

ね→1912年、シェーンベルク『心に芽生えたも

の Herzgewachsd(1911)を歌えと勧めてきた

宗悦に答えて

3.どうぞ、女中さんのヤブ入りみたいに、半年ばか

り私におひまを下さい

→1928年、兼子のドイツ行きを強硬に反対する

宗悦に懇願して

4.音楽会のお金は第一鋭子の特別口座へ振り込んで

もらふことになって居ます…お役に立ててくだ

さいまし→1928年渡欧の途次、釜山での演奏会

を終え宗悦に宛てて

5. W第九』のアルト・パートは歌っていてもちっと

も面白くないから…→1937年?指揮者ローゼ

ンストックからの出演依頼を断った理由を評論

家山根銀二に尋ねられて

6.あんな歌、チョロイわよ…山田耕俸の歌はみんな

女学生唱歌よ→1944年、戦時下の慰問で、歌った

山田の『兵士の妻の祈り』について、当時山田

が妻永井郁子情子の音楽学校同級生にして翻

訳歌唱の提唱者でもあった)に暴力を揮ってい

た事を難じつつ

7.黒人の声で歌われた黒人霊歌の素晴らしさに比べ

ると『魔王』などの演奏は多少の石脳定がある。

けれども多少音が下がろうと、その奥に、それ

を補って余りあるものを聴く力を持たなけれ

ば…声だけ張り上げて歌うトラウベルのよう

な人と、アンダスンの音楽性がし、かに違うかを

→1953年に来日したマリアン・アンダスンと

の対談を門弟と回顧して
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ITI.結びに変えて

日本の伝統芸への愛着とリサイタル等で、の和販

姿-83歳時の“ハパネデ'仏語歌唱の映像はまさ

に律躍的だ、った!シェーンベノレクやベートーヴェン

や山田耕符など、権威筋に対する容赦なき批判。白

人有名歌手を難じ黒人歌唱への深い共感を吐露-・・有

名・メジャー志向に真っ向から歯向かうようなIIに

見る兼子の物言いは、ガヤトリ・スヒ。ヴァクの以下

の発言にもぴたりと重なる。「父はあらゆる権威に対

して疑問を抱くことを、母は他者への関心を、教え

てくれましたが、何より大きいのは反カースト主義

を実践し、高等な理論より世俗のととに興味を抱く

よう育ててくれたことでしたJ(W週間金曜日』

2007/11/26号でのインタヴュー記事より)。現コロン

ピア大学特別教授ながら故国の貧困地域で識字教育

を宇街隼するこのインド人フェミニストこそは、まさ

に「地球規模で考え、地域単位で動くJを体現して

いる女性。畏れ多くも私と周年生まれとのこと…

だが私を何より強く撃ったのは、念願のドイツ留学

をめぐる兼子の宗悦に文付る態度である。滞欧の必

要資金全額を自ら賄い、留守中の生活費も調達した

挙句、出立後の演奏会出演料まで夫に差し出してい

るのだからー私が敬愛する日本の女性問題研究者の

一人、大越愛子はその著『近代日本のジェンダー~(三

一書房、 1997)のなかで、「実家と完全に離れて婚家

に入った女性の生きる場はもはや婚家しかない・-家

の存続を第一義的に考える体制を内面化し家霊とし

て生きることで女性にも実質的権力を手に入れる可

能性が聞かれた・・・だがそのためには女は男以上に男

性中心の家制度と一体化しなければならない。自ら

を否定する制度に一体化することでしか突破口を見

出せないところに、女を何重にも縛り付ける近代的

ジェンダー・イデオロギーの陥穿があったJ(p.60) 

と喝石皮した。

音楽は視座に無かったかも知れぬ大越のこの一節が、

実は近代日本における「女性と音楽jの問題をも照

射していると私が受け止めたとて、決して的外れで

はあるまし、。

以上
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金井喜久子の音楽活動

~作曲に対する意識の変化を追う~

花岡美智 (1まな劫、みち)

本発表は、筆者が2008年3月に提出した卒業論文

「金井喜久子の活動とその背景」の紹介である。

1.本論文の目的

金井喜久子は沖縄に生まれ、第二次世界大戦中から東

京を拠長に活動した作曲家である。交響曲、室内楽曲、

声楽曲など多ジャンルにわたる作品の多くにおいて、

「沖縄音楽を世界に伝えたい」とし、う信念のもと、沖縄

賠蓄が素材となっている。

音楽は、人や文化の交流の中である部分では互いに影

響を受けて変化し、またある部分では、多くの出会いを

経ても iOO音楽」としてのアイデンティティを保って

いる、という事に興味を持つ筆者にとって、「沖縄音楽を

世界に伝えたいj という信念を持って行われた金井の活

動は興味深いものである。作曲家自身も人や文化の出会

いの中で活動している為、その交流に影響を受けるので

はないか。そう考えた時、日本の一部とされながらも、

文化の違いに葛藤していた沖縄に生まれ育った金井が、

東京を拠主に活動を行ったことに関心を持った。特にそ

の活動の時期は、「本土jの作曲界でも、西洋芸術音楽の

手法に倣いつつも日本人作曲家としての独自性を求める

動きがあった時期であり、そうした議論に加わったこと

による金井の活動への影響は大きかっただろう。

そこで、、本論文は金井の、自身の活動に対する意識の

変化を捉えることを目的とした。

II.概要

第 1章では金井が作曲家を志すに至った背景に角批もた

後に、年表及び作品表の作成を通して金井の活動を整理

した。演奏会のタイトルには沖縄音楽を取り入れた作品

による演奏会であることを前面に出したものが多く、

「沖縄芸術学院設立基金募集Ji沖縄こどもの国設立の

ためにJなどと、故郷である沖縄に貢献する活動が目立

った。「沖縄ベルリ百年記念J(1953年)や「沖縄県発足

祝賀演奏会J(1972年)、「沖縄毎洋博覧会J(1976年)

といった沖縄にとって重要な行事で、作品を発表している

事から、金井が沖縄でも作曲家として認められていた事

が分かる。また、沖縄民謡について歴史的、理論的鰭見

を行い、局番の採譜をした間球の民謡~ (1954年)な

ど、作曲以外の方法での沖縄民謡の伝播も行っている。
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一方で、作曲家グループ「白溝会Jで他の作曲家と意

見交換をしたり、「国際民族音楽会議J(ブラジノレ)や「ウ

メンスカウンスルJ(イギリス)に参加したりと、日本以

外の「世界Jとの交流も明らかlこなった。

作品名からもまた、沖縄音楽を積極切こ取り入れてい

た傾向が窺えるが、((12音階による小品》といった前衛

音楽の影響が想像される作品や、尺八や等、十七絃、エ

レクトーンといった楽器による作品が含まれることから、

当時の日本の作曲界からの影響もうかがえる。また、管

弦楽曲が多いことも特徴であり、1950年頃からは舞台作

品へのこだわりも見られる。

第2章では、東京を拠長に活動した事による、金井の

活動への影響を考察した。金井は作曲家仲間との意見交

換の中で、西洋の作曲手法を取り入れながらも日本人作

曲家としてのオリジナリティを求めることのバランスや、

新しし、作曲技法への割織と聴衆に受け入れられる曲を書

くことのバランスの取り方といった問題に直面するo こ

の課題に対して、「日本の」作曲家であると同時に「沖縄

のj作曲家である金井だからこそ出来ることを見出して

いく事になる。また、「日本Jの作曲家として世界を意識

したことにより、沖縄民謡の「普通性」に加えて民謡全

般の「翫量性Jについて意識する発言が増えてし、く。

第3章では、上京後の金井の沖縄との接点を取り上げ

て考察し、「沖縄音楽のすばらしさを伝えたい」という希

望が、ある部分で使命感に変わったことを明らかにした。

また作品においては、金井が、歌・踊り・管弦楽が一

体となった舞台作品が「沖縄音楽jの「普遍化JIこ、よ

り適していると考えるに至っ丸怪緯を声楽曲、若様曲の

特徴と自叙伝より明らかにした。金井は声楽曲を、「本

土jの人に親しんでもらい易い形だと重要視しているが、

それ故に「声楽曲に取り入れるには適さない」リズムを

表現できるという点では、器楽曲の作曲に興味があったo

また、重厚な響きへの志向により、特に管弦楽曲の作曲

を好んたその後、「本場」のミュージカルを意識した金

井は、日本には歌舞伎明Eといった日本の誇るべき「ミ

ュージカノレ」が前生することに気づく。「伝統のなかに生

きつづけている生命を育て、発展させ、実用に供するこ

とJの必要性に気づし、た金井はその視長から沖縄歌劇を

見直し、その雰囲気が「あまりにもミュージカノレ的jで

あることを発見する。

終章では、「沖縄の音楽を世界に広めたい」という情

熱をもって行われた金井の活動が沖縄音楽に与えた影響

を、沖縄の音楽文化の「近代化」という面から考察した。

第3章までに明らかにした、金井の活動とその活動に対



する意識の変化は、金井が沖縄の音楽文化の「近代化j

に必要な要素に気づき、個人レベルでできることから模

索していったプロセスと捉えることができる。金井が「沖

縄音楽のすばらしさJを伝えようとした対象は「日本J

や「世界」であると同時に桝縄の人々であった。

ここで重要となるのが、金井の「日本jの作曲家とし

ての活動が fi特電jの作曲家としての意識に影響を与え

たということ。そしてその影響が、「沖縄の」作曲家とし

て沖縄の音楽文化の「近代化」に貢献する活動を支えた

ということである。

「沖縄のJ作曲家として、 f日本のJ作曲家として、何

度もグ、ローパルなものに触れてはローカルなものハ侶帰

するということを繰り返し、その均衡を保とうとした点

で、金井は日本の鞘麦の作曲家の中でもユニークな存在

であるといえるだろう。

また、金井の活動は、まずアイデンティティを確認す

る対象として「日本Jがあり、その先に「世界Jがある

という戦後件縄の文:1b伏況のモデルとして見ることがで

きるという点において、沖縄の文化研究においても重要

な位置付けができるのではなし、かと考えられる。

ill.当フォーラムでの発表を終えて~刻全作曲家として

の金井~

本論文を彰嘩した時点では「刻全作曲家としての金井j

という視長からの考察は行わなかった。自らの信念を貰

き、精力的に活動する金井の自叙伝や雑讃己事等からは、

金井が女性であることを意識させる記述が自に留まるこ

とがなかったからえそこで、当フォーラムでの発表を

機会に、女性作曲家としての金井を考察した。

金井の活動を支えた人物として、夫の億四郎氏の存在

は大きし、金井を女性作曲家だという視点から見た時に

注目すべき点は、声学や器楽作品に留まらず、管弦楽曲

そ揮台作品を手掛けている点である。また、作品発表会

も多く行っているが、これらは夫の経済的な支えによる

といえるだろう。『日本戦後音楽刻によると、本論文で

金井の活動に大きく影響したと考察した作曲家グループ

「白樺会Jに関しても、経済的な柱は金井で、あったとい

フ。

この恵まれた環境を基盤に金井は、「金井喜久子後援

会Jが結成されるなど、自身の努力と行動力で人々を惹

きつけ、活動の幅を広げていく。晩年の金井は「ひめゆ

り平和祈念資糊釦建設に尽力するが、女学校の後輩た

ちへの想いを同じくする女性のリ}ダーとしての役割を

果たしたといえる。

また、作品の面では、金井が女性だったからこそ、こ

れほどまでに民謡を大切にしたとも考えられる。金井は

自叙伝『ニライの歌』の中で民謡の重要性について、「大

9 

人になってからも、母の懐で聴いた子守歌には愛着を感

じるjからこそ、「世界中でそれぞれの歌が歌し継がれて

いるJと述べている。これは女性ならでは、母親ならで

はのものであるとも考えられる。

よって、女性として男性主流であった作曲界で活動し

たこともまた、金井自身の活動に重要な影響を与えると

同時に、その活動自体も作曲界や担会での女性の樹立に

影響したと考えられ、今後の課題のーっとしたし、
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二品中広争議さも

.Donne i n Mus i caより書籍寄贈

今年 1月末、イタリアの女性と音楽団体「ア

ドキンス・チッティ財団・音楽における女性

Fondazione Adkins Chiti: Donne in 

MusicaJの事務局よりフォーラム代表の玉川

にメールがありました。同財団発行の書籍の

中から希望の数冊をフォーラムに寄贈したい

とのことで、出版目録も添付ファイルで、送ら

れてきました。ありがたい申し出ではあるの

ですが、言語(イタリア語/英語)、および保

管場所の問題もあり、 3月のフォーラム例会

のおりに、寄贈を受けるかどうか、受けると

したらどのような形が良いかについて話し合

いました。結果は以下のとおりです。

・イタリアとの関係が深い樫田智子さんが所

有を希望すれば、寄贈を受ける 0

・書籍の選定は裡田さんにお任せする

・先方には、当フォーラムの形態上、寄贈図

書を共有財産とすることが困難なので、フ

ォーラム会員の一個人が所有することにな

る旨を説明したうえで、希望書籍を伝える。

樫田さんが何冊かの書籍を希望されたので、

現在、 Donnein M usicaの数冊の本が日本に

向かつて航海中です。ほとんどがイタリア語

ですが、興味をお持ちの方は玉川までお尋ね

ください。

-新刊書案内
『ドイツ近現代ジェンダ一史入門](姫岡とし

子/111越修編、青木書庖、 2009年)

上記書籍が 2月に出版されました。 ドイツの

政治・経済・歴史・文化等の研究に携わって

いる研究者が総勢 20名、ジェンダーの視点か

らそれぞれの分野に関わるテーマについて執

筆しています。本書の課題は、「時代変化とジ

ェンダーとの相互関係を明らかにし、(中略)

いかに歴史がジェンダーに依拠して形成され

ているのかを示J(p. iv)すという、「はじめ

にJに記された言葉に要約されます。フォー

ラムからは玉川が、「女性の音楽実践とジエン

ダー」というテーマで一文を寄せています。

-フェミニスト理論と音楽第 10田
1991年から隔年で開催されている国際会議

「フェミニスト理論と音楽JFeminist Theory 

and Music第 10回が 5月 27日から 31日ま

で5日間に渡り、アメリカのノースカロライ

ナ大学で聞かれました。今回のテーマ

は"Improvisingand Galvanizing" 今年 4

月 5日に亡くなったフェミニスト音楽学者エ

イドリエンヌ・ F.ブロックを記念するセッ

ションを含め、多数の個人発表のほか、チョ

ーサーの「トロイロスとクリセイダ」をフェ

ミニスト的に読み直したオペラ「クリセイダJ

(アリス・シーノレド作曲)の上演、ワークシ

ョップ「フェミニスト・エスノグラフィと口

承J等々、多岐にわたるプログラムが実施さ

れました。詳しくはこちらをご覧下さい。

httn://www.uncg.eduimus/FTM10 

-フォーラムの書籍

当フォーラムの所有物として、次の 2冊の本

を事務局でお預かりしています。貸出ご希望

の方は、市川までお申し出ください。

『転換期の音楽 新世紀の音楽学フォーラ

ム~ r転換期の音楽」編集委員会編(音楽之友

社 2002年)

*角倉一朗先生古希記念論文集で、第 1部の

頭に小林緑著「声と無名性」掲載。

WKomponistinnen vom Mittelalter bis zur 

Gegenward Eva Weissweiler著CDeutscher

Taschenbuch Verlag， 1999) 
*ギリシャのサッフォーから現代に至る主な

女性作曲家について概説。独語

く編集後記〉

たいへん遅れての発行になりましたことをお

詫びいたします(すべて編集担当の責任です)。

市川啓子さんに何から何まで教えていただきな

がらの作業でした。次号もがんばります。

(吉田朱美記)
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女性と音楽研究フォーラムに関する問い合わせは、下記にお願いします。

〒182-0034調布市下石原3-63-1-213(玉川裕子方)

TEL. 042-486-1529 FAX. 042-486-1529 

http://women-music. cool. ne. jp 
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